
複数のプローブを同時に画像化する「MI-IP」を開発 
－ベータ線とガンマ線の同時計測が鍵－ 
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本誠一教授らの共同研究グループ※は、これまで単一のプローブ[1]しか解析でき

なかったベータ線イメージング装置[2]にガンマ線[3]を捉える検出器を組み込む

ことで、複数のプローブを同時に解析できる新装置「MI-IP（Multi-Isotope Imaging 

Plate）」を開発しました。本研究成果は、高感度で定量性に優れたベータ線イメ

ージングの応用範囲を広げ、創薬を含むライフサイエンスや植物生理学、工学等

の分野で複数のプローブを解析できることにより、研究をより高度にすると期

待できます。少量の放射性プローブを画像化できるベータ線イメージングは、

PET[4]による全身撮像後の組織切片観察や、植物内の低分子やミネラルの動態解

析など、他の手法ではアプローチが難しい研究に力を発揮します。プローブとし

て用いるベータ線放出核種にはさまざまな種類の元素があり、人工的な原子核

変換により作られる核種も含めるとほぼ全ての元素がプローブとして利用可能

ですが、これまでの装置は複数のプローブを同時に画像化することはできませ

んでした。今回、共同研究グループは、ベータ線[5]を放出する核種のうちの多く

が、ベータ崩壊[5]に伴いエネルギー値が核種に固有であるガンマ線も放出するこ

とに着目し、ベータ線とガンマ線を同時計測[6]することで、複数のプローブを区

別して同時に画像化する装置の開発に成功しました。 

本研究は、米国の科学雑誌『Medical Physics』に掲載されるのに先立ち、オン

ライン版（12 月 4 日付）に掲載されました。 

 
図 Multi-Isotope Imaging Plate（MI-IP）による 2 核種（18F と 45Ca）のイメージング 
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り捉え、検出時刻が同じ場合、一つの崩壊現象に起因する放射線であるとする計測方

法。 

[7] ニュートリノ 
物質を構成する基本粒子（素粒子）の一つ。ベータ崩壊で放出される電子のエネルギ

ー分布が連続となる観測事実（エネルギー保存則）から物理学者エンリコ・フェルミ

により予言された。非常に小さく電荷を持たない中性であるため観測が難しく、予言

から 20 年以上経って 1956 年に発見された。ベータ崩壊の際に放出されるニュート

リノには、ベータプラス崩壊の際に放出される反電子ニュートリノとベータマイナス

崩壊の際に放出される電子ニュートリノがある。 

[8] 対消滅 
 粒子と反粒子が衝突して消滅し、エネルギーが他の粒子に変換される物理現象。陽電

子が反粒子である電子と衝突すると消滅し、主に 2 本のほぼ 180 度反対方向に飛行

する対消滅ガンマ線となる。このとき、対消滅ガンマ線のエネルギーは、電子と陽電

子の静止質量をエネルギーに換算した 511 keV となる。 

[9] keV 
 放射線のエネルギー単位。電子（e）を 1 ボルト（V）の電圧で加速したときのエネル

ギーが 1 eV（エレクトロンボルト）と定義される。1 keV は 1,000 eV のことであ

る。 

[10] シンチレーション検出器 
ある種の結晶に放射線が入射すると発光する現象を利用した放射線検出器。用途に合

わせて BGO（ゲルマニウム酸ビスマス）や NaI（ヨウ化ナトリウム）などさまざまな

素材がある。現在も新しい素材の開発が行われており、La-GPS（ランタン置換パイロ

シリケート型結晶）は新しく開発された高発光の結晶である。 


